
物だ血糊陥仰スポーツカレンダー

※関西のホームゲームを掲載しております

スカイこスカイマークスタジアム

(醒曹)
ドームこ京セラドーム(大阪ドーム)

大阪市営地下鉄長堀鶴見緑地線
「大阪ドーム前千代崎」下車

1日(木) 18時- 〈ドーム〉 vs中日〈交流戦〉

6日(火〉 18時へ〈ドーム〉 vs広島〈交流戦〉

7日(水) 18時へ〈スカイ〉 vs広島〈交流戦〉花火ナイト!

8日(木) 18時- 〈スカイ〉 vs広島〈交流戦〉

16目(全) 18時へ〈スカイ〉 vs阪神〈交流戦〉

17日(土) 14時青くドーム〉 vs阪神〈交流戦〉

18日(日) 13時細くドーム〉 vs阪神〈交流戦〉

24日(土) 18時一〈スカイ〉 vs日本ハム花火ナイト!

25日(日) 13時- 〈スカイ〉 vs日本ハム

※神戸でのホームゲームを掲載しております

ウインこ神戸ウイングスタジアム

(神戸市営地下鉄海岸線「御崎公園」下車〉

3日(土) 15時- 〈ウイン〉第19節VS湘南

7日(水) 19時へ〈ウイン〉第20節vs相

17日(土) 15時へ〈ウイン〉第22節vs山形

24日(土) 15暗- 〈ウイン〉第24節vs横浜FC

ホームぺ-ジ
http:〃www.vissei-kobe.co,jp/

お問い合わせ 傘078-685-5519

(平日9晴30分-1 7時)

鵜チケット店頭販売は下請にて

ローソン、チケットぴあ、ファミリーマート、サー

クルKサンクス

ホームぺ-ジ
http:〃www.buffaloes.co.jp

携帯サイト http:〃ob-mb.net

テレフォンサービス傘01 80-99-7770

(つながらない場合は密078-795-6555)

園主なチケット販売所

※毎月1日より翌月分の販売スタート

.B-WAVE (三宮交通会館ビル1 F)

密078-39十001 6<店頭販売のみ>

・電子チケットぴあ

(ファミリーマート、サークルKサンクス、セブンイレブン)

密0570-02-9999 (自動音声予約)

理0570○○2-9996 (Pコード予約)

密0570○○2-91 11 (お問い合せ)

●ローソンチケット

彊0570-084-005 (自動音声予約)

密0570○○00-777 (お問い合せ)

※神戸での大会日程を掲載しております。

6月10日(土〉 18時30分-ASUIALiVEFACTORY

〈s汀E-KOBE〉

長田区久保町6-1アスタくに

つか4番館4膳・新長田下車、

商店街を南へ徒歩約6分

雪は078-61 2置3340

7月 2日(日) 15時- ドラゴンゲートK〇日E

プロレスフェスティバル2006

〈ワールド話念ホール〉

ポートライナー

「市民広場」下車

ホームぺ-ジ
http:〃www.gao「a.co.jpldragongatel

お問い合わせ 蜜078-333-9797

園チケットは大会により販売方法が

異なりますので、上記までお問い合わせ下さい
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ポケットジャーナル

P
⑪
a
「
一
S
O
つ
g

「
真
珠
の
詩
」
発
表
会

ライブや講演会が企画されている「真珠の詩」発表会

ア
コ
ヤ
真
珠
が
生
ま
れ
る
日

本
の
海
の
環
境
を
守
る
た
め
、
そ

の
根
源
で
あ
る
森
を
豊
か
に
す

る
活
動
を
パ
ー
ル
の
街
神
戸
で
お

こ
な
っ
て
き
た
N
P
O
「
ひ
と
粒
の

真
珠
」
が
、
昨
年
末
「
真
珠
の
話
」

を
募
集
。
最
優
秀
作
に
選
ば
れ

た
遠
山
悟
さ
ん
の
詩
に
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
天
宮
遥
さ
ん

が
作
曲
し
た
曲
、
「
真
珠
の
話
」
の

発
表
会
が
開
か
れ
る
。
発
表
会

で
は
天
宮
さ
ん
の
シ
ョ
ー
や
ワ
イ

ン
の
試
飲
も
。
入
場
無
料
。
会
場

は
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た
建
物
・
日
本
真
珠
会
館
。
伝

統
の
あ
る
こ
の
建
物
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
も
大
き
な
意
義
が

あ
る
。

ま
た
、
「
ひ
と
粒
の
真
珠
」
で
は

一
口
千
円
の
募
金
を
募
っ
て
い
る
。

募
金
は
全
国
の
真
珠
が
育
つ
海

に
注
ぐ
川
の
源
流
域
で
の
植
林

に
活
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

全
国
か
ら
三
千
五
古
口
以
上
の

寄
付
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

と
き

了
月
8
日
(
土
)

1
4
暗
̃
1
6
時
(
1
3
時
開
場
)

場
所

日
本
真
珠
会
館
4
階
ホ
ー
ル

(
狸
戸
市
中
央
区
東
町
1
2
2
)

申
込

入
場
希
望
者
は
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
真
珠
へ
の
想
い
の
一
言
を

明
記
の
上
、

〒
6
5
0
i
O
O
3
1

神
戸
市
中
央
区
東
町
1
2
2

日
本
真
珠
会
館
2
階

N
P
O
「
ひ
と
粒
の
真
珠
」
コ
ン
サ
ー
ト

係
苑
で
、
往
復
ハ
ガ
キ
で
お
申
込
を
。

6
月
2
0
日
締
切
。

知
識
と
感
性
か
ら
学
ぶ

ひ
ょ
}
之
」
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ

「
の
じ
ぎ
く
コ
ン
サ
ー
ト
」

人
を
大
切
に
す
る
心
や
態
度

を
育
成
す
る
に
は
、
知
識
だ
け
が

あ
っ
て
も
不
十
分
。
正
し
い
知
識

と
、
豊
か
な
感
性
の
両
面
か
ら
迫

り
、
人
を
大
切
に
す
る
心
を
襲

う
試
み
と
し
て
、
音
楽
と
詩
朗
読

と
お
話
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
会

「
第
1
回
ひ
ょ
う
ご
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ

イ
ツ

の
じ
ぎ
く
コ
ン
サ
ー
ト
」
が

開
催
さ
れ
る
。

お
話
は
、
神
戸
大
学
名
誉
教
授
・

鈴
木
正
幸
先
生
。
教
師
が
教
え
、

偏
差
値
を
つ
け
る
だ
け
で
は
豊

か
な
感
性
が
養
わ
れ
な
い
、
子
ど

も
が
自
分
で
考
え
る
力
を
つ
け
、

学
ぶ
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
鈴

木
先
生
が
、
人
権
や
社
会
に
つ
い

て
お
話
し
す
る
。
出
演
す
る
音

楽
家
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
井
戸
柄

里
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
・
鈴
木
華
童
子

さ
ん
。
若
く
み
ず
み
ず
し
い
感
性

が
ス
テ
ー
ジ
を
。
「
手
話
で
う
た

お
う
」
で
は
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
で
、
ダ
ン
ス
や
体
操
教
室
な
ど

の
講
師
も
つ
と
め
る
望
月
康
恵

さ
ん
が
手
話
で
『
大
き
な
古
時
計
』

を
歌
う
。
そ
し
て
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
加
藤
逸
子
さ
ん
が
、
金

子
み
す
ヾ
の
詩
を
朗
読
。
感
性
で
、

人
と
人
と
が
つ
な
が
り
あ
う
豊
か

な
社
会
を
学
ぶ
会
。

と
き

6
月
2
7
日
(
火
)
1
 
9
晴

場
所

県
民
小
劇
場
(
兵
庫
県
庁
西
)

料
金

2
0
0
0
円

(
前
売
り
1
5
0
0
円
)

音
ひ
ょ
う
ご
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
事
務
局

神
戸
市
中
央
区
山
本
通
4
丁
目

2
2
-
1
一
〇

兵
庫
人
権
啓
発
協
会
内

密
0
7
8
1
2
4
2
・
5
3
5
5

7
0
年
代
サ
ウ
ン
ド
に
の
り

ア
ニ
メ
古
の
刀
8
k
i
つ
。
」

聖
G
「
O
田
町
で
配
信
決
定

⑥ANON Pictu「es

東
京
コ
ン
テ
ン
ツ
マ
ー
ケ
ッ
ト

2
0
0
5
動
画
部
門
特
別
賞
を

受
賞
し
た
話
題
の
ロ
ッ
ク
ア
ニ
メ
「
B
①

i二・詰騨繍萱≡緋 9 

5 
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閏園闘
迫力のライブサウンドにも注目⑥ANON Pictu「es

R
O
C
k
i
n
-
」
が
、
5
月
3
0
日
よ
り

B
I
G
し
O
B
E
ス
ト
リ
ー
ム
、

ケ
ー
タ
イ
B
I
G
し
O
B
E
で

の
配
信
が
決
定
し
た
。
制
作
は
仙

台
の
会
社
・
ア
ノ
ン
・
ピ
ク
チ
ャ
ー
ズ
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
は
、
昨
年

小
誌
で
連
載
し
て
い
た
C
G
絵

本
作
家
・
川
田
敦
子
さ
ん
。
川
田

さ
ん
の
代
表
作
で
あ
る
絵
本
『
ね

ず
み
の
チ
ャ
ー
チ
君
』
の
世
界
と

は
ま
っ
た
く
ち
か
う
、
ひ
と
く
せ

あ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
が
続
々
。

主
人
公
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
な
が
ら

非
凡
な
才
能
を
も
つ
ギ
タ
リ
ス
ト
・

シ
ュ
ン
。
商
社
に
勤
め
て
、
上
海
転

勤
を
目
前
に
し
て
い
た
と
き
、
ラ

イ
ブ
会
場
で
謎
の
女
と
出
会
う
。

彼
女
は
∴
ン
ユ
ン
の
ギ
タ
ー
の
音
に
、

並
々
な
ら
ぬ
才
能
を
感
じ
た
の
だ

と
い
う
。
シ
ュ
ン
は
彼
女
に
よ
っ
て
、

新
し
い
世
界
に
導
か
れ
て
い
く
-
。

全
体
を
通
し
て
、
7
0
年
代
ロ
ッ
ク

サ
ウ
ン
ド
の
テ
イ
ス
ト
が
感
じ
ら
れ
、

む
し
ろ
大
人
が
懐
か
し
く
、
そ
し

て
入
り
込
め
る
ア
ニ
メ
だ
。

ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス
を
。

鵜
配
信
先

里
G
「
0
田
町
ス
ト
リ
ー
ム

(
妄
p
ミ
b
○
○
a
d
b
a
つ
d
i
b
i
g
一
°
b
昌
の
」
p
」
)

ケ
ー
タ
イ
聖
G
「
O
田
町

(
暑
p
ミ
k
①
i
〔
a
i
.
b
i
g
一
°
b
?
つ
の
.
一
p
、
)

(
詳
細
ア
ド
レ
ス
未
定
)

兵
庫
県
立
美
術
館

「
台
湾
の
女
性
日
本
画
家

陳
進

展
」

兵
庫
県
立
美
術
館
で
、
6
月

3
日
(
土
)
̃
了
月
2
3
日
(
日
)
に
、

2
0
世
紀
の
台
湾
美
術
界
に
大
き

な
足
跡
を
の
こ
し
た
女
性
画
家
・

陳
進
(
1
9
0
了
-
1
9
9
8
)
の

生
誕
1
0
0
年
を
記
念
し
た
展

覧
会
が
開
か
れ
る
。
陳
進
は
日

本
統
治
下
の
台
湾
に
生
ま
れ
、

1
9
2
5
年
日
本
の
女
子
美
術

家
庭
人
と
し
て
慈
愛
の
眼
差
し

が
見
て
と
れ
る
。

本
展
で
は
、
陳
進
の
画
業
を
振

り
返
る
作
品
と
と
も
に
、
日
拠

時
代
の
台
湾
画
壇
、
さ
ら
に
大
陸

と
は
別
の
道
を
歩
ん
で
き
た
台

湾
美
術
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。

ま
た
、
同
時
期
に
描
か
れ
た
、
日

本
人
に
よ
る
日
本
画
も
合
わ
せ

て
展
示
さ
れ
る
。
一
般
1
2
0
0

円
、
大
高
生
9
0
0
円
、
中
小
生

5
0
0
円
。

と
き

6
月
3
自
主
)
̃
了
月
縄
目
(
日
)

1
 
0
暗
̃
1
 
8
時
(
全
土
曜
̃
2
〇
時
)

月
曜
休

(
7
/
1
 
7
開
館
、
翌
1
 
8
日
休
館
)

場
所

兵
庫
県
立
美
術
館

(
阪
神
「
岩
屋
」
駅
南
へ
)

獲
兵
庫
県
立
美
術
館

神
戸
市
中
央
区
脇
浜
海
岸
過

密
O
7
8
・
2
6
2
i
O
9
0
1

学
校
へ
留
学
、
本
格
的

に
日
本
画
を
学
ぶ
。
卒

業
後
は
、
鏑
木
清
方
、

伊
東
深
水
ら
に
師
事
。

第
1
5
回
帝
展
に
台
湾

女
性
と
し
て
初
入
選
、

そ
の
後
も
入
選
を
重

ね
る
。
作
品
は
、
伝
統

的
な
日
本
画
の
技
法

を
使
い
、
台
湾
の
地
方

色
豊
か
な
女
性
像
を

描
い
た
り
、
後
半
生
の

作
品
か
ら
は
妻
、
母
親
、

「合奏」 1934年個人蔵

∴二三‥ 細 雪 呈響・ 中藤 尋 

800円(税込) 
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90

勝
気
で
お
し
ゃ
れ
な
明
治
娘
を
描
く

大
阪
・
堂
島
の
民
話

「
娘
庭
師
い
の
」

吉
田
た
つ
こ

"
∴
し
こ

〔
.
ヽ

娘
庭

故・吉田たつこさん

吉
田
た
つ
こ

著
者
で
あ
る
吉
田
た
つ
こ
さ

ん
は
、
昨
年
2
月
に
永
眠
。
適
作

で
あ
る
こ
の
作
品
は
、
娘
の
吉
田

愛
さ
ん
が
出
版
し
た
。

た
つ
こ
さ
ん
は
日
本
民
話
の
会
、

児
童
文
学
誌
「
こ
う
べ
」
の
会
な

ど
に
入
会
、
郷
土
の
民
話
の
採
話
、

執
筆
活
動
を
行
な
っ
て
き
た
。
0
2

年
に
出
版
さ
れ
た
『
六
甲
の
灯
』

(
文
芸
社
)
は
、
神
戸
営
林
署
剣

谷
森
林
気
象
観
測
所
に
た
っ
た
一

人
で
3
8
年
間
勤
務
し
た
男
性
を

取
材
し
、
そ
の
生
涯
を
綴
っ
た
も

の
。
他
に
も
淡
路
人
形
浄
瑠
璃

に
打
ち
込
む
小
学
生
の
お
話
な
ど
、

神
戸
や
阪
神
問
を
舞
台
に
、
人

2002年に発行された「六甲の灯」 神戸を中′いこ全国で発売中(文芸社)

す
る
。
『
娘
庭
師
い
の
』
は
、
た
つ

こ
さ
ん
の
祖
母
が
モ
デ
ル
。
ひ
と

だ
ま
を
踏
ん
づ
け
て
し
ま
う
ほ

ど
元
気
な
「
お
い
の
は
ん
」
の
話
は
、

愛
さ
ん
も
小
さ
い
頃
、
何
度
も
母

の
口
か
ら
聞
い
た
お
話
だ
っ
た
と

い
う
。
「
昔
、
こ
の
地
域
に
あ
っ
た
、

人
々
の
暮
ら
し
、
思
い
、
家
族
の
姿

を
書
き
残
し
た
い
と
い
う
の
が
、

母
の
生
き
る
原
動
力
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
ん
な
母
の
思
い
を
、

出
版
し
て
形
に
し
た
か
っ
た
」
と

愛
さ
ん
。
当
時
の
風
俗
、
子
供
た

ち
の
遊
び
歌
を
織
り
交
ぜ
な
が

ら
描
か
れ
る
、
明
治
を
生
き
た
「
お

い
の
は
ん
」
の
物
語
は
、
た
つ
こ
さ

ん
の
筆
を
通
し
て
、
現
代
の
私
た

ち
の
心
に
さ
わ
や
か
な
風
を
送
っ

て
く
れ
る
。

こ
れ
さ
え
あ
れ
ば

す
ぐ
話
せ
る
!

「
カ
タ
カ
ナ
で

覚
え
る
上
海
語
」

川
田
敦
子

回田細さ"で費える

上海語

かんき出版1 ,575円(税込)

間
た
ち
の
ド
ラ
マ
を
愛
情
あ
ふ
れ

る
視
線
で
描
い
た
作
品
を
発
表
。

た
つ
こ
さ
ん
自
身
は
2
5
年
の
間
、

人
工
透
析
を
続
け
、
合
併
症
に

苦
し
み
車
椅
子
で
生
活
し
な
が
ら
、

執
筆
を
続
け
て
き
た
。
愛
さ
ん
は

「
母
は
、
病
室
に
看
護
婦
さ
ん
が

集
ま
っ
て
き
て
し
ま
う
ほ
ど
、
ユ
ー

モ
ア
が
あ
り
、
周
り
を
明
る
く
し

て
く
れ
る
人
で
し
た
」
と
回
想

私
た
ち
の
知
っ
て
い
る
中
国
語

の
ほ
と
ん
ど
は
、
北
京
語
だ
っ
た

ん
で
す
っ
て
!
「
ニ
イ
ハ
オ
」
は
上

海
語
で
は
「
ノ
ン
ハ
オ
」
、
「
シ
エ
シ

エ
」
は
「
ジ
ャ
ジ
ャ
」
。
と
、
こ
の
よ
う

に
カ
タ
カ
ナ
語
で
書
か
れ
た
こ
の

本
を
、
口
に
出
す
だ
け
で
上
海
語

が
話
せ
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。
旅
行
で

使
え
る
会
話
集
か
ら
上
海
人
に

ウ
ケ
る
ジ
ョ
ー
ク
集
、
会
食
の
マ
ナ

ー
ま
で
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
。

著
者
の
川
田
敦
子
さ
ん
は
、
長

く
上
海
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
な
っ
て

き
た
人
。
そ
の
経
験
を
活
か
し
、

上
海
の
人
と
つ
き
合
う
と
き
の
、

言
葉
の
使
い
ど
こ
ろ
を
押
さ
え

た
こ
の
本
を
記
し
た
。
上
海
へ
旅

行
・
出
張
の
際
は
必
携
-
・

ボ
ー
ナ
ス
ト
ラ
ッ
ク
に
上
海
漫

談
が
つ
い
た
C
D
つ
き
。

た
つ
こ
さ
ん
の
「
は
な
し
の
た
ね
は
ん
」
を

手
に
す
る
吉
田
愛
さ
ん
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躊躇覿もし’ -音⊥

一宮水星
大7.昭2.11.20.29.38.47.56.平2.11生

慎重運II川直川五時

気持ちばかりが先行して、表面は勢いが良い

ように見えても変化変動が多く波乱の月とみま

す。自分の実力を知り、無理は禁物。吉凶半々

の時期ですので、新規革も控えた方が無難。

謙虚に賢者の意見を参考にして行動を。

四線木星
大4.13.昭8.17.26,35.44.53.62,平8.17生

変化選出!咽・まi鮎

変化変動の月。気持ちの動揺をおさえ、冷静

に対処しましょう。心機・ ・転の気特が起こりま

すが、無理な計画はケガのもと。まわりの賛同

が得られるよう、慎重に予定や計画を立てるこ

と。目上の人や先達者の助言を仰ぐのも良策。

七赤金星
大元.10.昭5i14.23.32.41.50.59.平5.14生

上昇連l温Il出血

低迷の運気が残るものの、徐々に上昇して活

気が湧いてきます。真面目な態度で娃革安泰

を願いましょう。 、天は助ける者を助く、 …今

の世話苦労も、明日の成長の糧。堅実な努力

こそが開運のもと。あせらず一歩一歩。

二葉土星
大6.昭元,10.19.28.37.46,55.平元.10生

好調達品I宣一五月ji(面白自陣

気力が充実して、活動的で飛躍的な運気です。

目上には礼儀を尽くし、やり過ぎないように注

意して周囲との理解をはかること。手抜きせ

ず目標を定めて邁進すれば、成果も大いに得

られるでしょう。

五黄土星
大3,12.昭7.16.25,34.43.52.61.平7.16生

頂上運ヽ開高白油・

上昇気運と見ますが、勢いに任せて見栄、体

裁を飾り過ぎないように!名声も高まりますが、

その反面、今までの隠し事が発覚するかも…。

文薄、印鑑の取り扱いを慎重にして、費任ある

言動、行動を心がけましょう。

八白土星
大9,昭4,13.22.31.40.49.58.平4.13生

進展運用高村中、、凧

運気に活気を浴び、進展運を見ますが、独晋

的勇み足はトラブルのもと。はやる気持ちをお

さえチームワークに留意し、慎重かつ着実に!

空回りせぬよう、準備万端整え、失言、暴言に

配慮し努力すれば成果が得られる月とみます。

三碧木星
大5.14.昭9.18.27.36.45.54,63.平9生

注意連出1両匝仙

順調ながらも、波乱を含む月とみます。会食や

娯楽の機会も多く、とにかく生活が派手に流

れやすいので、身の丈に合った楽しみ方をし

ましょう。買い物その他欲ぼりすぎないこと。交

流関係では、くれぐれも膏薬づかいに注矧

六白金星
大2.11.け補i15.24.33,42,51.60,平6,15生

低迷遅さ)岬i葛・\、i《)両聴

運気低迷する富に入ります。災厄の暗示もあり、

横極的に取り組んでみても結果が得られない

月。あせらず何車も控え目に!今は充培期と心

得、内面の充実をはかりましょう。健康に注意し、

慢性化しないよう充分に注意のこと。

九紫火星
大8.昭3.12,21,30.39,48.57.平3,12生

順調運恥ヽ両用』i・,間血圧〔`

今までの努力が報われ整うとみますが、人間

関係のいかんによって結果が分かれます。和

合と信用を大切にすべき時です。すべからく、

日頃の人脈づくりが大切。情報を上手くとらえ、

順調に展開するよう努力しましょう。

北野煙昇圃,こうしょう,
経験と研究を重ね、鑑定は理論的でか)ながら、思わず時間を忘れ

るくらい親身になってじっくり話に耳を傾ける入棺派。信頼が厚ぐノピ

ーターも多い。読売文化センター易道講師。占術は田植指命、手相、

周易、気学など。

●鑑定スケジュール:火・全・土、 12時へ1 9時

蜜090-4903-3849 ※なるべくあらかじめご予約を
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臆
震
災
エ
ッ
セ
イ
⑯

-
被
災
し
た
神
戸
だ
か
ら
伝
え
ら
れ
る
こ
と

故
郷
の
同
窓
会

大
谷

成
章
(
フ
リ
ー
ブ
イ
タ
←

勢
画
/
と
み
さ
わ
か
よ
の

94

同
窓
会
と
い
う
も
の
に
初
め
て
出
席
し
た
。
但
馬
の
田

舎
の
中
学
校
を
5
0
年
前
に
卒
業
し
た
1
2
6
人
の
う
ち

5
6
人
が
顔
を
見
せ
た
。
す
で
に
亡
く
な
っ
た
仲
間
が
1
7

人
い
る
の
で
、
出
席
率
は
5
割
を
超
え
て
い
た
。

物
故
者
に
黙
祷
を
捧
げ
な
が
ら
、
1
7
人
と
い
う
の
は

ち
ょ
っ
と
多
い
よ
う
な
気
が
し
た
。
み
ん
な
も
そ
う
思
っ

た
の
か
、
「
次
の
集
ま
り
の
と
き
に
は
お
れ
ば
い
な
い
か

も
し
れ
な
い
な
」

な
ど
口
々
に
つ
ぶ
や
い
て
い
た
。
あ
と

で
つ
れ
あ
い
に
聞
い
て
み
た
ら
、
彼
女
の
東
京
の
中
学
校

の
同
窓
2
0
0
人
の
う
ち
亡
く
な
っ
て
い
る
の
は
1
5
人

だ
そ
う
で
、
そ
れ
か
ら
み
る
と
私
た
ち
の
仲
間
の
死
亡
率

は
2
倍
ほ
ど
高
い
。

そ
れ
ぞ
れ
が
誇
ら
し
さ
を
に
じ
ま
せ
て
近
況
報
告
を
し

て
い
る
な
か
で
、
「
私
は
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
当
年

n
歳
で
す
」

と
、
押
し
出
す
よ
う
に
、
低
い
声
で
言
っ

た
女
性
が
い
た
。
「
震
災
で
家
族
も
家
も
、
全
て
な
く
し

ま
し
た
。
私
も
一
度
死
ん
だ
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
」
。

神
戸
市
東
灘
区
に
移
り
住
ん
で
い
た
女
性
だ
。
華
や
い
で

い
た
座
は
静
ま
り
返
っ
た
。

住
民
よ
り
も
鹿
の
数
の
方
が
多
い
山
の
町
で
、
中
学
校

を
出
る
と
ほ
と
ん
ど
が
故
郷
を
離
れ
て
い
っ
た
。
名
簿
に

よ
る
と
、
彼
女
の
よ
う
に
神
戸
に
暮
ら
し
の
場
を
見
つ
け

た
の
が
1
6
%
。
阪
神
間
が
1
0
%
。
大
阪
圏
が
1
5
%
。
も

っ
と
も
多
い
の
か
姫
路
を
中
心
に
し
た
地
域
で
、
2
4
%
。

故
郷
に
残
っ
た
の
は
2
1
%
だ
っ
た
。

地
元
に
は
、
か
つ
て
は
多
く
の
フ
ラ
ン
ス
人
技
術
者
が

き
て
指
導
し
て
い
た
鉱
業
所
が
あ
り
、
従
業
者
も
多
か
っ

た
が
、
採
掘
量
が
減
少
す
る
と
と
も
に
働
き
口
は
な
く
な

っ
て
よ
そ
の
土
地
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
残

さ
れ
た
の
は
コ
ロ
ニ
ア
ル
風
の
西
洋
館
と
彼
ら
が
プ
レ
ー

し
て
い
た
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
だ
け
だ
。

5
0
年
前
に
は
1
万
人
を
超
え
て
い
た
こ
の
町
の
人
口

は
7
0
0
0
人
余
り
に
減
っ
た
。
高
齢
化
率
は
3
0
%
に

な
っ
て
い
る
。
故
郷
は
静
か
に
衰
亡
し
っ
つ
あ
る
。

「
限
界
集
落
」

と
い
う
と
ら
え
方
が
あ
る
。
集
落
の
戸

数
が
1
0
戸
を
割
り
、
居
住
者
の
半
分
が
6
5
歳
以
上
に
な

り
、
小
学
校
が
統
廃
合
で
3
キ
ロ
以
上
遠
く
な
る
と
、

そ
の
集
落
は
維
持
す
る
限
界
に
直
面
す
る
、
と
い
う
考
え

方
だ
。
私
た
ち
の
町
に
は
2
つ
の
中
学
校
と
5
つ
の
小

学
校
が
あ
っ
た
が
、
い
ま
は
1
つ
の
中
学
校
と
2
つ
の

小
学
校
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。
小
学
校
が
3
キ
ロ
以
上

に
な
る
と
、
徒
歩
通
学
が
困
雛
に
な
り
、
若
い
家
族
は
定

住
を
望
ま
な
く
な
る
。
自
治
体
の
合
併
も
限
界
集
落
を
増
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詩画集「神戸、あの日より-1995・故郷」から掲載「JA盤(中央区)」

を
始
め
な
さ
い
よ
」

励
ま
し
て
い
た
仲
間
は
、
励
ま
さ
れ
て

い
た
。
彼
女
に
と
っ
て
は
、
神
戸
は
再
生

の
物
語
の
地
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。

○
大
谷

成
章
(
お
あ
た
に
・
し
げ
あ
き
)
1
9
3
9
年
但
馬
生
ま

れ
。
元
神
戸
新
聞
話
者
。
震
災
当
時
は
月
刊
神
戸
っ
子
編
集
者
。

そ
の
後
、
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
。
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
1
0
年
」
(
共

著
、
岩
波
新
富
)
な
ど
。

や
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

中
学
校
の
同
窓
会
に
卒
業
生
で
は
な
い
2
人
が
参
加

し
た
。
転
校
し
て
い
っ
た
同
級
生
で
、
「
都
会
の
学
校
に

替
わ
っ
た
け
れ
ど
、
私
は
こ
こ
が
故
郷
だ
と
思
っ
て
い
る
。

み
ん
な
に
会
い
た
か
っ
た
」

と
言
っ
て
い
た
。

「
ふ
る
さ
と
と
は
、
魂
が
帰
り
た
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
」

と
内
山
節
さ
ん
は
言
っ
て
い
る

(
量
の
在
処
』
芋
里
」
と
い
う

思
想
』

い
ず
れ
も
新
潮
社
)
。

東
京
か
ら
群
馬
県
の
山
村
に
移
り
、
畑
仕
事
を
し
て
い

る
哲
学
者
で
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
畑
の
土
、
村
の
人

の
あ
い
さ
つ
の
し
ぐ
さ
な
ど
、
山
村
の
風
土
に
人
間
の
歴

史
と
物
語
を
感
じ
る
と
い
う
。
「
ふ
る
さ
と
と
は
、
自
分

の
存
在
の
確
か
さ
が
み
つ
け
ら
れ
る
場
所
」

と
も
言
っ
て

い
る
。

卒
業
生
で
は
な
い
2
人
も
、
こ
の
但
馬
の
山
の
町
を

自
分
の
故
郷
と
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
1
人
は
、
父

の
転
勤
で
2
0
回
引
っ
越
し
し
、
そ
れ
が
ク
セ
に
な
っ
て

自
分
で
も
3
0
回
、
合
計
5
0
回
も
住
ま
い
を
替
え
た
が
、

「
故
郷
と
い
え
る
の
は
こ
の
町
だ
」

と
関
東
か
ら
参
加
し

た
。
も
う
1
人
の
女
性
は
神
戸
に
住
ん
で
い
る
が
、
谷

間
に
別
荘
を
建
て
て
し
ば
し
ば
帰
っ
て
き
て
い
る
。

神
戸
は
故
郷
に
な
り
う
る
だ
ろ
う
か
。
魂
が
帰
り
た
が

る
ま
ち
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
人
間
の
歴
史
と
物
語
が
感
じ

ら
れ
る
ま
ち
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

大
震
災
で
家
族
も
家
も
失
っ
た
同
級
生
は

「
私
も
一
度

死
ん
だ
。
い
ま
私
は
1
1
歳
で
す
」

と
報
告
し
て
、
座
を

厳
粛
な
も
の
に
し
た
が
、
そ
の
後
の
宴
会
で
、
彼
女
を
励

ま
し
て
い
る
輪
が
で
き
た
。

「
た
い
へ
ん
や
っ
た
わ
ね
え
」
と
声
を
か
け
る
仲
間
に
、

彼
女
は
言
っ
た
。
「
一
度
死
ん
だ
と
思
え
ば
、
新
し
い
こ

と
に
取
り
組
む
元
気
が
出
る
も
の
よ
。
あ

ん
た
た
ち
も
今
日
か
ら
そ
う
思
っ
て
何
か
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カ
ウ
ン
タ
ー
席
の
好
き
な
人
は
、
個
性
的
な
人
が
多
い
。

こ
れ
ま
で
に
登
場
し
た
人
の
ほ
と
ん
ど
が
カ
ウ
ン
タ
ー
席

の
住
人
で
あ
る
。
今
回
も
そ
の
う
ち
の
一
人
。

長
年
、
ガ
ラ
ス
製
造
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
仕
事
を
し

て
来
ら
れ
た
北
重
祐
二
さ
ん
、
6
8
歳
。

つ
い
最
近
ま
で
、
ほ
ぼ
隔
月
に
タ
イ
へ
技
術
指
導
に
行

っ
て
お
ら
れ
た
。
会
社
は
定
年
退
職
し
て
お
ら
れ
る
の
だ

が
、
そ
の
後
も
技
術
・
技
能
を
見
込
ま
れ
て
の
こ
と
で
あ

る
。
行
け
ば
い
つ
も
、
民
芸
品
な
ど
の
土
産
を
買
っ
て
来

て
下
さ
り
、
店
の
あ
ち
こ
ち
に
飾
っ
て
い
る
。

そ
の
タ
イ
の
工
場
の
写
真
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
わ

た
し
の
想
像
を
は
る
か
に
越
え
る
、
近
代
的
で
立
派
な
工

場
で
あ
っ
た
。
最
新
設
備
の
製
造
ラ
イ
ン
で
指
導
し
て
い

る
姿
は
、
わ
た
し
の
店
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
姿
と
は

お
よ
そ
ち
が
っ
て
、
カ
ッ
コ
イ
ィ
。

こ
の
北
重
さ
ん
、
実
は
講
道
館
柔
道
の
有
段
者
で
も
あ

り
、
パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
雰
囲
気
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
。
目

付
き
が
い
い
。
い
つ
も
「
何
か
や
っ
て
や
ろ
う
」

と
い
う

前
向
き
の
目
だ
。
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
さ
ぞ
ヤ
ン
チ
ャ
だ

っ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
せ
ら
れ
る
。
だ
か
ら
、
三
人
兄
弟
の

中
で
最
も
お
母
さ
ん
を
心
配
さ
せ
、
ま
た
、
か
わ
い
が
ら

れ
も
し
た
の
だ
と
。

「
う
ち
の
お
母
ん
は
、
今
か
ら
思
た
ら
偉
か
っ
た
で
え
。

俺
を
上
手
に
は
め
て
、
そ
の
気
に
さ
せ
よ
る
ん
や
。
俺
の

気
性
を
知
っ
と
っ
て
、
『
お
前
は
寝
起
き
が
え
え
な
あ
』

ゆ
う
て
、
畑
の
野
菜
の
水
や
り
を
俺
の
役
目
に
し
よ
っ
た
。

小
学
校
二
、
三
年
や
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
は
終
戦
直
後
で
、

空
き
地
に
近
所
の
人
が
、
畑
を
作
っ
て
野
菜
を
育
て
よ
っ
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た
ん
や
。
お
だ
て
ら
れ
て
、
い
っ
つ
も
俺
が
朝
一
番
に
行

き
よ
っ
た
」

北
重
さ
ん
、
竹
を
割
っ
た
よ
う
な
性
格
の
人
で
あ
る
。

悪
く
言
え
ば
単
純
。
褒
め
ら
れ
た
ら
、
そ
の
人
の
た
め
に

何
で
も
す
る
と
い
う
タ
イ
プ
で
あ
る
。

「
『
骨
惜
し
み
せ
ん
と
よ
お
働
く
な
あ
』

と
か
言
わ
れ
て
、

う
れ
し
か
っ
た
ん
や
。
近
所
の
大
人
が
、
畑
や
湿
地
帯
に

行
っ
て
不
発
の
焼
夷
弾
を
捨
て
来
よ
る
ん
を
、
俺
も
真
似

し
て
捨
て
来
よ
っ
た
。
軟
ら
か
い
土
に
突
き
刺
さ
っ
て
、

発
火
せ
ん
か
っ
た
や
つ
や
。
宝
物
を
抱
え
る
み
た
い
に
し

て
持
っ
て
帰
っ
た
。
六
角
形
の
筒
に
な
っ
と
っ
て
、
中
に

ゼ
リ
ー
状
の
油
が
入
っ
と
ん
ね
ん
。
ア
メ
リ
カ
ン
コ
ー
ヒ

ー
み
た
い
な
薄
茶
色
の
油
や
っ
た
。
そ
れ
を
缶
に
小
分
け

し
と
い
て
、
焚
き
付
け
に
使
う
ん
や
。
こ
れ
が
便
利
な
ん

や
。
飯
炊
い
た
り
す
る
の
に
、
こ
の
油
を
ち
ょ
っ
と
着
け

た
ら
一
発
や
っ
た
。
お
母
ん
、
喜
ん
で
く
れ
た
が
な
。
そ

や
け
ど
い
っ
ぺ
ん
失
敗
し
て
も
て
な
、
家
の
入
り
口
の
と

こ
で
触
り
よ
っ
た
ら
、
缶
の
油
に
火
が
つ
い
た
ん
や
。
大

き
な
炎
が
上
が
っ
て
、
も
う
ち
ょ
っ
と
で
、
焼
け
跡
に
親

が
せ
っ
か
く
建
て
た
バ
ラ
ッ
ク
の
家
焼
い
て
し
ま
う
と
こ

や
っ
た
。
近
所
の
お
ば
ち
ゃ
ん
が
飛
ん
で
来
て
、
消
し
て

く
れ
た
け
ど
、
あ
の
時
は
怖
か
っ
た
で
。
ア
メ
リ
カ
の
焼

夷
弾
拾
う
て
き
て
、
今
度
は
自
分
で
自
分
の
家
燃
や
し
た

ら
、
洒
落
に
も
な
ら
ん
わ
な
あ
」
。

子
ど
も
の
こ
ろ
の
話
に
な
る
と
、
北
重
さ
ん
、
話
題
が

尽
き
な
い
。
そ
こ
で
別
の
話
。
し
か
し
こ
れ
も
童
心
丸
出

し
の
話
で
あ
る
。

「
朝
早
う
に
空
き
地
へ
行
っ
て
ゴ
ル
フ
の
練
習
を
し
と

る
ん
や
。
何
人
か
顔
見
知
り
が
出
来
と
る
ん
や
け
ど
、
中

に
一
人
、
仲
間
に
人
ら
ん
奴
が
お
っ
て
な
、
俺
、
缶
コ
ー

ヒ
ー
と
パ
ン
を
そ
い
つ
に
や
ら
な
ん
だ
ん
や
。
ま
あ
、
そ

い
つ
は
ゴ
ル
フ
は
せ
ん
の
や
け
ど
な
。
ぽ
ん
な
ら
、
そ
い

つ
が
俺
に

『
こ
こ
で
ゴ
ル
フ
し
た
ら
あ
か
ん
』

て
イ
チ
ャ

モ
ン
つ
け
よ
っ
て
か
ら
に
。
そ
こ
で
俺
、
ゆ
う
た
っ
た
ん

や
。
『
え
え
や
な
い
か
。
こ
ん
な
朝
早
う
、
誰
に
も
迷
惑

か
け
と
ら
ん
や
な
い
か
。
管
理
人
で
も
な
い
お
前
が
、
偉

そ
う
に
ゆ
う
な
』

て
。
そ
や
け
ど
そ
い
つ
、
『
あ
か
ん
』

の
一
点
張
り
や
。
し
ま
い
に
怒
鳴
り
あ
い
の
ケ
ン
カ
に
な

っ
て
し
も
た
。
ほ
ん
で
俺
、
頭
来
た
か
ら
ゆ
う
た
っ
た
。

『
よ
し
分
か
っ
た
、
知
新
で
決
着
つ
け
よ
』
て
」

こ
こ
で
読
者
は
、
こ
の
人
が
講
道
館
柔
道
の
猛
者
で
あ

る
こ
と
を
思
い
出
し
て
ほ
し
い
。
い
き
な
り
叩
き
つ
け
て

し
ま
っ
て
、
怪
我
で
も
さ
せ
た
ら
、
傷
害
罪
に
問
わ
れ
か

ね
な
い
。
そ
れ
で
、
角
力
な
の
で
あ
る
。

「
『
俺
が
負
け
た
ら
、
も
う
こ
こ
で
は
せ
ん
。
そ
の
か
わ

り
、
お
前
が
負
け
た
ら
、
こ
れ
か
ら
文
句
ゆ
う
な
』

ゆ
う

て
、
仕
切
り
線
を
二
本
、
土
の
上
に
書
い
て
や
っ
た
。
ほ

ん
で
、
『
さ
あ
来
い
』

ゆ
う
て
俺
が
手
工
下
ろ
し
た
ら
、

そ
い
つ
、
自
分
の
手
、
後
ろ
に
回
し
て
し
も
て
、
『
え
え

わ
い
、
え
え
わ
い
』

ゆ
う
て
、
か
か
っ
て
来
よ
ら
へ
ん
。

そ
や
か
ら
俺
、
『
お
前
の
不
戦
敗
じ
ゃ
』

ゆ
う
て
や
っ
た
」

ま
る
で
子
ど
も
の
ケ
ン
カ
で
あ
る
。
身
振
り
手
振
り
の

話
を
聞
い
て
も
お
か
し
い
の
だ
か
ら
、
実
際
に
そ
の
場
に

い
た
ら
ど
ん
な
に
面
白
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

「
ほ
ん
で
次
の
日
イ
行
っ
た
ら
ま
た
そ
い
つ
が
来
と
る

か
ら
、
『
お
い
、
お
前
も
飲
め
や
』

ゆ
う
て
、
缶
コ
ー
ヒ

ー
と
パ
ン
を
や
ろ
う
と
し
た
ん
や
け
ど
、
『
い
ら
ん
』

ゆ

う
て
受
け
取
り
よ
ら
へ
ん
。
俺
も
最
初
か
ら
、
そ
い
つ
に

も
や
っ
と
い
た
ら
良
か
っ
た
ん
や
け
ど
な
」

喜
出
石
ア
カ
ル

(
い
ず
し
・
あ
か
る
)
一
九
四
三
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
「
風
媒
花
」
「
火
曜

日
」
同
人
。
兵
庫
県
現
代
詩
協
会
会
員
。
詩
集
「
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
の
耳
」
(
編
集
工
房
ノ

ア
刊
)
に
て
、
二
〇
〇
二
年
度
第
三
十
一
回
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
文
学
部
門
受
賞
。
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臆
連
載
小
説

神
戸
異
人
館
物
語

夜
明
け
の
ハ
ン
タ
ー

②
青
雲
の
志

三
条
杜
夫

絵
・
谷
口
和
市
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六
甲
山
系
の
カ
ワ
ウ
ソ
池
に
端
を
発
す
る
渓
谷
の
流
れ

が
布
引
の
滝
を
経
て
里
に
出
る
と
生
田
川
と
な
る
。
川
は

熊
内
村
の
と
こ
ろ
で
西
に
折
れ
、
生
田
村
を
ゆ
っ
た
り
と

西
南
に
下
っ
て
海
に
そ
そ
ぐ
。
そ
の
川
尻
か
ら
西
南
一
帯

の
海
面
が
兵
庫
港
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
黒
船
襲
来
」

と
日
本
人
が
度
肝
を
抜
い
た
米
国
提
督
・

ぺ
リ
1
が
サ
ス
ケ
ハ
ナ
号
な
ど
四
隻
を
率
い
て
浦
賀
に
来

航
し
て
か
ら
五
年
。
安
政
五
年
六
月
に
江
戸
幕
府
が
合
衆

国
と
結
ん
だ
日
米
修
好
通
商
条
約
に
よ
っ
て
、
神
奈
川
、

長
崎
、
兵
庫
、
新
潟
の
開
港
が
約
束
さ
れ
た
。
神
奈
川
の

横
浜
開
港
か
ら
遅
れ
る
こ
と
八
年
に
し
て
、
慶
応
三
年
十

二
月
七
日
に
兵
庫
港
が
開
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

歴
史
に
残
る
そ
の
日
、
ハ
ン
タ
ー
は
岸
壁
の
群
衆
の
中

に
身
を
置
き
な
が
ら
、
沖
に
停
泊
す
る
ロ
ド
ネ
イ
号
の
メ

イ
ン
マ
ス
ト
に
故
国
ユ
ニ
オ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
の
旗
が
掲
揚
さ

れ
る
瞬
間
を
見
た
。
正
午
を
期
し
て
十
二
隻
の
英
国
艦
隊

と
六
隻
の
米
国
艦
隊
が
次
々
に
祝
砲
を
打
ち
鳴
ら
す
轟
音

も
体
で
感
じ
た
。
合
計
二
十
一
発
。
岸
壁
を
埋
め
尽
く
す

群
衆
が

「
う
お
ー
I
・
」

と
ど
よ
め
く
の
と
川
尻
に
建
て
ら

れ
た
ビ
ー
ド
ロ
の
家
の
ギ
ヤ
マ
ン
が

「
ど
リ
ビ
リ
」

「
ど

リ
ビ
リ
」

と
振
動
す
る
の
と
同
時
だ
っ
た
。

「
オ
ウ
!
 
、
グ
ラ
ス
、
ヨ
ロ
コ
ン
デ
マ
ス
!
」

ハ
ン
ダ
1
は
群
衆
の
中
で
も
み
く
ち
ゃ
に
な
り
な
が
ら

留
吉
に
言
っ
た
。
大
工
の
一
人
と
し
て
運
上
所
の
建
築
に

か
か
わ
っ
て
き
た
留
吉
だ
け
に
、
ギ
ヤ
マ
ン
の
振
動
は
、

ま
る
で
建
物
が
生
き
て
喜
び
を
表
現
し
て
い
る
か
の
よ
う

に
思
え
た
。
ギ
ヤ
マ
ン
は
こ
の
あ
た
り
で
初
め
て
取
り
入

れ
ら
れ
た
建
築
材
料
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
の
ち
に
ガ
ラ
ス
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兵庫開港を祝して、ハンターの故国・英国の旗がひるがえった99

と
呼
ば
れ
て
日
本
各
地
へ
と
広
ま
っ
て
行
く
。

木
や
土
や
藁
な
ど
を
材
料
に
し
た
建
物
ば
か
り
の
こ
の

時
代
、
初
め
て
の
西
洋
式
建
物
で
人
々
か
ら

「
ビ
ー
ド
ロ

の
家
」

と
呼
ば
れ
て
注
目
を
集
め
て
い
た
運
上
所
の
中
で

は
、
第
三
代
兵
庫
奉
行
の
柴
田
日
向
守
が
各
国
の
公
使
を

招
い
て
神
妙
に
開
港
の
儀
式
を
と
り
行
っ
て
い
る
最
中
だ

っ
た
。
そ
の
外
で
は
一
般
群
衆
が

「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」

踊
り
に
熱
狂
す
る
。
徳
川
三
百
年
の
長
い
鎖
国
の
眠
り
か

ら
さ
め
て
、
こ
の
国
に
新
し
い
風
が
吹
き
始
め
て
い
た
。

「
イ
ギ
リ
ス
で
は
ギ
ヤ
マ
ン
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
か
̃
」

稲
次
郎
が
踊
り
の
輪
に
も
み
く
ち
ゃ
に
な
り
な
が
ら
ハ

ン
ダ
1
に
尋
ね
た
。
柴
田
日
向
守
は
何
年
か
前
に
欧
州
へ

洋
行
の
経
験
が
あ
る
進
取
の
気
性
の
奉
行
と
聞
い
て
い
た
。

だ
か
ら
、
半
年
前
の
六
月
に
、
川
堤
の
松
林
の
西
に
運
上

所
の
建
築
命
令
が
幕
府
か
ら
下
さ
れ
た
時
、
日
向
守
は

「
毛

唐
を
あ
っ
と
言
わ
せ
る
建
物
を
」

と
、
そ
れ
ま
で
の
日
本

家
屋
と
は
ま
る
で
異
な
る
西
洋
式
建
物
を
建
て
さ
せ
た
の

で
あ
っ
た
。
大
工
と
し
て
父
・
留
吉
が
建
築
に
か
か
わ
り
、

自
慢
げ
に

「
今
度
の
建
物
は
全
く
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
も

の
と
は
違
う
。
窓
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
西
洋
の
ギ
ヤ

マ
ン
が
は
め
ら
れ
る
」

と
口
に
す
る
の
を
耳
に
し
て
、
稲

次
郎
は
幼
ご
こ
ろ
に
西
洋
と
い
う
遠
い
異
国
に
興
味
を
感

じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
グ
ラ
ス
ネ
、
タ
ク
サ
ン
ア
リ
マ
ス
。
イ
ギ
リ
ス
タ
テ
モ

ノ
、
ウ
イ
ン
ド
ー
、
グ
ラ
ス
デ
ス
」

見
よ
う
見
ま
ね
で

「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」
踊
り
に
身
を
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ゆ
だ
ね
な
が
ら
、
ハ
ン
タ
ー
が
答
え
る
。
十
五
歳
の
稲
次

郎
よ
り
九
歳
年
上
の
ハ
ン
タ
ー
が
日
本
に
興
味
を
抱
い
て

や
っ
て
来
た
よ
う
に
、
稲
次
郎
も
ま
た
、
異
国
に
深
い
関

心
を
示
す
の
で
あ
っ
た
。

細
部
村
の
朝
は
鶏
の
声
で
始
ま
る
。
大
工
の
留
吉
の
家

で
も
、
農
家
と
同
じ
よ
う
に
庭
先
で
鶏
を
飼
っ
て
い
た
。

野
草
の
ハ
コ
べ
に
貝
殻
を
砕
い
た
も
の
を
混
ぜ
て
餌
を
作

っ
て
与
え
る
の
は
稲
次
郎
の
役
目
だ
っ
た
。

「
ク
ッ
ク
ア
ド
ウ
ド
ル
ド
ゥ
!
」

ハ
ン
タ
ー
が
鶏
の
鳴
き
声
を
ま
ね
し
な
が
ら
、
稲
次
郎

の
そ
ば
に
や
っ
て
き
た
。

「
お
っ
は
よ
う
」

ハ
ン
タ
ー
が
日
本
語
で
挨
拶
す
る
。

「
グ
ッ
モ
ー
ニ
ン
グ
」

稲
次
郎
の
挨
拶
は
英
語
だ
。

「
コ
ケ
コ
ッ
コ
ー
と
日
本
人
は
聞
き
ま
す
が
、
ハ
ン
ダ
1

さ
ん
は
、
ク
ッ
ク
ア
ド
ウ
ド
ル
ド
ゥ
と
聞
く
ん
で
す
か
̃
」

「
オ
ウ
、
イ
エ
ス
。
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ト
イ
ン
ダ
リ
シ
ュ
チ

ガ
イ
マ
ス
。
ス
ー
プ
ト
ミ
ソ
シ
ル
チ
ガ
ウ
ミ
タ
イ
」

ハ
ン
タ
ー
と
一
緒
に
生
活
す
る
よ
う
に
な
っ
て
稲
次
郎

は
色
々
な
知
識
を
吸
収
し
始
め
て
い
た
。
ハ
ン
タ
ー
と
会

話
を
す
る
だ
け
で
、
「
聞
入

(
は
し
う
ど
)

塾
」

の
寺
子

屋
で
勉
強
す
る
の
と
同
じ
く
ら
い
の
知
識
を
得
ら
れ
る
。

い
や
、
海
の
向
こ
う
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
は
寺
子
屋
以
上

の
勉
強
に
な
る
の
だ
っ
た
。

「
ナ
マ
タ
マ
ゴ
、
オ
ネ
ガ
イ
デ
ス
」

ハ
ン
タ
ー
の
注
文
に
タ
ネ
が
こ
こ
ろ
よ
く
応
え
る
。

「
ハ
ン
タ
ー
さ
ん
は
、
ほ
ん
と
た
ま
ご
か
け
ご
飯
が
好
き

で
す
ね
え
」

お
ひ
っ
か
ら
白
い
ご
飯
を
茶
碗
に
よ
そ
い
な
が
ら
、
タ

ネ
は
上
機
嫌
だ
。
自
分
が
か
ま
ど
で
炊
き
上
げ
た
米
の
飯

に
生
玉
子
を
か
け
て

「
オ
イ
シ
イ
」

と
言
っ
て
く
れ
る
ハ

ン
タ
ー
に
親
し
み
を
覚
え
る
。
キ
ル
ビ
ー
も
ま
た
、
同
様

に
日
本
ぴ
ぃ
さ
だ
っ
た
。

「
ミ
ソ
シ
ル
、
イ
ギ
リ
ス
ノ
ス
ー
プ
ヨ
リ
ス
キ
デ
ス
」

な
ど
と
言
っ
て
、
お
替
わ
り
し
て
み
せ
る
の
だ
。
自
家
製

の
味
噌
に
じ
ゃ
が
い
も
と
玉
葱
を
入
れ
た
味
噌
汁
は
留
吉

の
大
工
仕
事
の
原
動
力
で
も
あ
っ
た
。

茶
ぶ
台
を
囲
ん
で
正
座
し
て
の
食
事
に
、
ハ
ン
タ
ー
も
、

キ
ル
ビ
ー
も
さ
ほ
ど
の
違
和
感
を
覚
え
な
か
っ
た
。
ほ
ん

の
少
し
前
ま
で
過
ご
し
て
い
た
横
浜
で
は
洋
館
に
住
ん
で

い
た
が
、
兵
庫
の
地
は
や
っ
と
港
が
開
か
れ
た
ば
か
り
で
、

西
洋
風
の
建
物
を
建
て
る
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
こ
う
し
て
、

留
吉
の
家
に
同
居
さ
せ
て
も
ら
え
る
だ
け
あ
り
が
た
い
と

素
直
に
感
謝
す
る
キ
ル
ビ
ー
と
ハ
ン
タ
1
で
あ
っ
た
。

留
吉
の
家
族
に
と
っ
て
も
二
人
の
異
人
の
同
居
は
何
か

と
助
か
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
珍
し
い
ペ
ン
と
イ
ン
ク
に
ノ

ー
ト
と
称
す
る
帳
面
を
稲
次
郎
に
く
れ
た
ほ
か
、
そ
の
こ

ろ
よ
う
や
く
一
般
の
間
に
普
及
し
始
め
て
い
た
燐
寸
を
た

く
さ
ん
二
人
が
お
み
や
げ
に
持
参
し
て
く
れ
た
こ
と
が
あ

り
が
た
か
っ
た
。

五
右
衛
門
風
呂
を
湧
か
す
時
、
火
を
点
け
る
の
が
随
分

と
楽
に
な
っ
た
。
釜
の
下
で
燃
え
る
た
き
ざ
を
見
な
が
ら
、

ハ
ン
タ
ー
が
稲
次
郎
に
教
え
る
の
だ
っ
た
。

「
ワ
タ
シ
の
国
で
は
、
チ
ム
ニ
ー
の
フ
ァ
イ
ア
ー
見
な
が

ら
、
ト
ー
ク
し
ま
す
。
向
き
合
わ
な
い
。
隣
座
っ
て
同
じ

フ
ァ
イ
ア
ー
見
な
が
ら
話
し
ま
す
」

国
に
よ
っ
て
生
活
や
慣
習
が
肌
の
色
以
上
に
違
う
こ
と

を
稲
次
郎
は
ハ
ン
タ
ー
や
キ
ル
ビ
ー
と
共
に
過
ご
す
だ
け

で
学
ん
で
い
く
。

「
ミ
ス
タ
ー
・
ハ
ン
タ
ー
、
ど
う
し
て
日
本
に
来
た
の
で

す
か
̃
」

100

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



同
じ
火
を
見
る
こ
と
で
な
ご
ん
だ
雰
囲
気
に
な
っ
た
の

を
幸
い
に
、
稲
次
郎
は
一
度
訊
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

た
質
問
を
投
げ
か
け
て
み
た
。

「
オ
ウ
イ
エ
ス
!

そ
れ
に
は
わ
け
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な

わ
け
̃

ワ
タ
シ
は
な
し
ま
す
。
イ
ナ
ジ
ロ
ー
聞
き
ま
す

か
̃
」

「
聞
き
た
い
で
す
。
ぜ
ひ
、
話
し
て
下
さ
い
。
プ
リ
ー
ズ
!
」

五
右
衛
門
風
呂
の
釜
の
火
を
稲
次
郎
と
共
に
見
つ
め
な
が

ら
、
薪
の
上
に
腰
か
け
て
、
ハ
ン
タ
ー
が
話
し
た
身
の
上

ば
な
し
は
こ
う
だ
っ
た
。

日
本
を
速
く
離
れ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
。
そ
の
北
端
に
位

置
す
る
ロ
ン
ド
ン
デ
リ
ー
が
ハ
ン
タ
ー
の
出
身
地
だ
っ
た
。

フ
ォ
イ
ル
湾
に
注
ぐ
フ
ォ
イ
ル
河
口
に
近
い
港
町
。
中
世

に
は
城
で
栄
え
た
町
で
、
の
ち
に
沿
海
交
易
の
拠
点
と
し

て
に
ぎ
わ
っ
た
。

こ
ん
な
ロ
ン
ド
ン
デ
リ
ー
地
方
で
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ハ

ズ
レ
ッ
ト
・
ハ
ン
タ
ー
は
1
8
4
2
年
に
生
ま
れ
た
。
日

本
の
天
保
十
三
年
、
老
中
水
野
忠
邦
が
天
保
の
改
革
を
行

っ
た
翌
年
で
あ
る
。
日
本
は
ま
だ
鎖
国
状
態
に
あ
り
、
そ

れ
を
解
く
糸
口
と
な
る
ペ
リ
ー
来
航
の
嘉
永
六
年
ま
で
は

十
二
年
あ
る
。

こ
の
こ
ろ
の
英
国
人
は
海
外
進
出
の
意
欲
が
盛
ん
だ
っ

た
。
「
ユ
ニ
オ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
の
旗
を
な
び
か
せ
て
・
・
」

と
い
っ
た
表
現
で
知
ら
れ
る
通
り
、
英
国
の
帆
船
が
我
が

物
顔
で
七
つ
の
海
を
支
配
し
て
い
た
時
代
で
あ
る
。

憧れの日本で出会った稲次郎少年に自分が故国を出たころを思う
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勝海舟ゆかりの海軍操練所の
建物が名残りをとどめていた

そ
ん
な
環
境
の
中
で
育
つ
う
ち
に
、
ハ
ン
タ
ー
は
東
洋

に
興
味
を
覚
え
た
。
と
り
わ
け
、
彼
の
心
を
虜
に
し
た
の

は
、
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
の
東
方
見
聞
録
に
記
さ
れ
た
黄
金
の

国
∴
ン
バ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
「
ま
だ
見
ぬ
国
へ
行
っ
て
み

た
い
」
。
わ
ず
か
十
五
歳
前
後
の
少
年
の
身
で
、
ハ
ン
タ

ー
は
、
未
開
の
宝
庫
と
思
わ
れ
る
ア
ジ
ア
を
目
指
し
て
船

に
乗
っ
た
。
港
町
育
ち
だ
か
ら
、
誰
か
ら
と
も
な
く
、
海

外
植
民
の
話
し
は
よ
く
耳
に
し
て
い
た
が
、
極
東
の
辺
境

を
目
指
す
船
旅
は
そ
れ
こ
そ
、
万
里
の
波
涛
を
蹴
っ
て
の

一
大
冒
険
に
違
い
は
な
か
っ
た
。
日
本
流
に
表
現
す
る
な

ら
、
ま
さ
に
青
雲
の
志
を
抱
い
て
の
人
生
の
船
出
で
あ
っ

た
。船

便
の
都
合
で
、
着
い
た
と
こ
ろ
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
。

南
半
球
の
こ
の
大
陸
で
は
ハ
ン
タ
ー
の
夢
は
叶
え
ら
れ
そ

う
に
な
か
っ
た
。

「
ジ
パ
ン
グ
へ
行
き
た
い
。
そ
れ
が
無
理
な
ら
せ
め
て
ジ

パ
ン
グ
の
近
く
へ
」

太
平
洋
を
北
上
す
る
香
港
行
き
の
船
を
見
つ
け
て
乗
船

し
、
ハ
ン
タ
ー
は
香
港
に
移
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
香
港

は
既
に
自
由
港
と
し
て
開
け
て
お
り
、
英
国
人
が
過
ご
す

に
は
快
適
な
都
市
だ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
集
中
し
て

住
む
地
域
が
あ
り
、
建
物
も
ど
こ
と
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
雰
囲
気
を
た
た
え
、
ま
る
で
小
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
そ
こ
に

そ
っ
く
り
形
成
さ
れ
て
い
る
感
さ
え
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
の
な
か
で
も
、
こ
の
ご
ろ
ひ
と
き
わ
幅
を
き
か
せ
て

い
た
英
国
人
だ
か
ら
、
こ
の
界
隈
に
身
を
落
ち
着
け
る
こ

と
は
楽
で
あ
っ
た
が
、
ハ
ン
タ
ー
は
香
港
に
定
住
す
る
こ

と
に
は
不
満
で
あ
っ
た
。

開
拓
者
は
汚
さ
れ
て
い
な
い
土
地
を
望
む
。
探
求
心
旺

盛
な
彼
が
希
望
し
た
の
は
開
国
間
も
な
い
日
本
だ
っ
た
。

日
本
行
き
の
船
を
待
つ
こ
と
し
ば
し
。
上
海
経
由
で
日
本
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の
横
浜
へ
上
陸
し
た
の
は
1
8
6
5
年
、
慶
応
元
年
、
ハ

ン
タ
ー
二
十
二
歳
の
年
で
あ
る
。

嘉
永
6
年

(
1
8
5
3
年
)

に
ア
メ
リ
カ
の
ペ
リ
ー
提

督
が
浦
賀
に
入
港
し
、
日
本
に
開
国
を
促
し
て
か
ら
六
年

後
の
安
政
六
年

(
1
8
5
9
年
)

六
月
に
横
浜
港
が
誕
生

し
て
い
た
。
進
取
の
気
性
を
持
つ
西
洋
人
の
多
く
が
徳
川

三
百
年
の
眠
り
か
ら
醒
め
た
日
本
に
ど
っ
と
押
し
か
け
、

横
浜
に
は
既
に
外
国
商
館
が
軒
を
連
ね
る
盛
況
ぶ
り
で
あ

っ
た
。
そ
ん
な
商
館
の
一
軒
に
ハ
ン
タ
ー
は
身
を
寄
せ
、

貿
易
業
務
に
明
け
暮
れ
る
日
々
を
過
ご
す
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
の
こ
と
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
同
郷
の
エ
ド

ワ
ー
ド
・
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
キ
ル
ビ
ー
が
ハ
ン
タ
ー
を
訪
ね

て
来
た
の
で
あ
る
。
一
回
り
以
上
年
上
の
キ
ル
ビ
ー
は
、

商
才
に
富
ん
だ
男
性
で
、
ハ
ン
タ
ー
と
同
じ
く
慶
応
元
年

に
横
浜
に
上
陸
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
短
期
間
に
自
分

の
商
館
を
経
営
す
る
身
と
な
っ
て
い
た
。
彼
は
主
と
し
て

マ
ッ
チ
や
雑
貨
を
輸
入
す
る
業
務
を
行
っ
て
い
た
が
、
横

浜
開
港
後
六
年
目
に
上
陸
し
た
身
で
、
こ
の
六
年
の
遅
れ

が
キ
ル
ビ
1
に
と
っ
て
は
ど
う
に
も
我
慢
の
な
ら
な
い
と

こ
ろ
で
あ
っ
た
。
わ
ず
か
六
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
開
国

間
も
な
い
ア
ジ
ア
の
異
国
・
日
本
で
一
旗
揚
げ
よ
う
と
母

国
を
捨
て
た
身
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
が
気
に
く
わ
な
か
っ

た
。
や
は
り
、
自
分
が
パ
イ
オ
ニ
ア
に
な
り
た
い
、
そ
ん

な
野
心
が
メ
ラ
メ
ラ
と
燃
え
て
い
た
。
そ
ん
な
時
、
耳
に

し
た
の
が
は
ど
な
く
兵
庫
が
開
港
す
る
と
の
情
報
だ
っ
た

の
で
あ
る
。

キ
ル
ビ
ー
は
既
に
か
な
り
の
資
金
を
持
っ
て
日
本
に
乗

り
込
ん
で
き
て
お
り
、
横
浜
で
事
業
を
起
こ
し
て
か
ら
の

二
年
余
り
の
間
に
も
、
順
調
に
資
力
を
増
や
し
て
い
た
。

そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
何
と
し
て
も
新
た
に
開
港
す
る
兵
庫
の

地
で
、
も
っ
と
大
き
な
商
権
を
確
立
し
た
い
と
キ
ル
ビ
1

は
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、

同
志
に
な
ら
な
い
か
と
ハ
ン
タ
ー
を
誘
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

「
兵
庫
は
日
本
の
中
央
だ
。
東
洋
の
ノ
ド
首
だ
。
そ
ん
な

地
に
ま
だ
外
国
人
が
入
っ
て
い
な
い
。
ま
さ
に
パ
イ
オ
ニ

ア
に
う
っ
て
つ
け
の
地
だ
と
思
う
ん
だ
」

キ
ル
ビ
ー
が
熱
っ
ぽ
く
語
る
の
を
聞
き
な
が
ら
、
ハ
ン

タ
ー
も
ま
た
、
自
分
の
血
が
た
ぎ
る
思
い
が
し
た
。
太
平

洋
を
越
え
て
や
っ
て
き
た
日
本
、
未
開
の
地
に
上
陸
し
て

二
年
の
歳
月
が
流
れ
た
が
、
ま
だ
充
分
な
方
向
づ
け
が
出

来
て
い
な
か
っ
た
。
憧
れ
の
日
本
で
、
今
ま
た
、
未
聞
の

兵
庫
を
め
ざ
す
。
考
え
る
だ
け
で
も
胸
が
わ
く
わ
く
す
る
。

も
と
も
と
、
地
球
の
丸
み
を
実
感
す
る
よ
う
な
働
き
を
し

た
く
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
出
て
き
た
。
た
ど
り
つ
い
た

日
本
で
、
さ
ら
に
ふ
さ
わ
し
い
未
開
の
新
境
地
を
求
め
る

の
は
究
極
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ

の
異
国
で
め
ぐ
り
会
っ
た
同
郷
の
先
輩
が
こ
の
よ
う
に
自

分
を
引
っ
張
っ
て
く
れ
る
の
は
何
よ
り
も
嬉
し
い
こ
と
で

あ
っ
た
。

「
先
輩
。
ぜ
ひ
、
ご
一
緒
さ
せ
て
下
さ
い
!

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
!
」

キ
ル
ビ
ー
が
差
し
出
し
た
手
を
し
っ
か
り
と
掘
り
返
し
、

ハ
ン
タ
ー
は
日
本
流
に
お
辞
儀
も
し
た
。
そ
ん
な
日
本
流

が
不
自
然
で
な
く
な
ろ
う
と
す
る
ほ
ど
、
ハ
ン
タ
ー
は
こ

の
国
に
な
じ
み
始
め
て
い
た
。

つ
づ
く

喜
三
条
杜
夫
(
さ
ん
じ
ょ
う
・
も
り
お
)

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
1
、
放
送
作
家
。
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
を
経
て
、
放
送
業
界
へ
。
経
験
に
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活
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講
師
と
し
て
の
活
動
も
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て
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。
著
書
に
「
い
の
ち
結

ん
で
」
、
「
宝
の
道
七
福
神
め
ぐ
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」
、
「
そ
う
ゆ
う
人
た
ち
」
な
ど
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フラワープリンセス2○○6

4月29日、兵庫県立フラワー
センターで最終選考会がおこな
われ、 (左から)山田奈緒子さん、
吉田中也佳さん、文元智子さんが
選ばれた。

故仰木彬前監督のレリーフ設置

スカイマークスタジアム7番ゲ
ート内壁面に、仰木彬氏のレi」-
フが。5月「4日に中村監督、小泉
球団社長、矢田市長、制作者の新
谷英子さんが除幕を。

パリの画家が個展

4月18へ23日ギャラリ
ーミウラ3階で、パリに住
むトモコ・K・オベールさん
がニューヨークとパリを描
いたシャープでおしゃれな
絵の個展を開催。

勇壮なだんじり・御影で

5月3へ5日、東灘区含地
区でだんじり祭りが開かれ、
熱気あふれる人々が、だんじ
りをひきまわし、町内は白熱。
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コウベスナップ
SnaPShots of kobe

鯉川でクラシックカーパレード

4月l日の鯉川山手アーバンフェスタでは、
神戸クラシックカークラブ(中村直正会長)
のメンバ葛が参加してクラシックカーパレ
ードが行なわれた。北野工房のまちを出発し、
力強いエンジン音とともに、美麗なクラシッ
クカーが続々。
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文明開化当時の味を味わう

」

-
i
-
I
-
-
-
-
“
i
重

ボートピアホテルと神戸女子大学が共同
企画の「神戸の文明開化と居留地料理」が
5月「と日に。明治期のレシピを使い、岡野
憲之料理長が西洋料理を再現、講演会と当
時の服飾のファッションショーも開催された。

工藤雅子展

2○○5年神戸二紀展ギャラ
リエサンサカ工費を受賞した
工藤雅子さんが、記念して5月
「 「へ「6日サンサカ工で展覧
会。タンポポの綿毛と共に旅
に出た気分。

流通科学大学で田中まこさんが講義

神戸市西区の流通科学大学で、 4
月「9日に観光・生活文化事業学科
の講義の-環として神戸フイルム
コミッションの田中まこ代表による
講義が開かれた。海外の映画や国
内の映画やドラマの事例など映像
をまじえての講義に学生たちは興

_ 味深く聞き入った。

林五和夫初の個展盛況に

「喜寿に生きる感謝の風景画
林五和夫展」が4月「8へ23

日ギャラリーミウラで開催された。
初値展開催を祝い、ホテルオー
クラ神戸でパーティーが開かれ、
作家の妹尾河童さんら多くの人
が集った。

インフイオラータこうベ2○○6

1 花びらをしきつめて
絵を描くインフイオラー
タ神戸2○○6が、ゴー
ルデンウィーク期間中、
三ノ宮東、元町穴門、舞
子など市内名・地で開か
れた。北野地区では5月
3へ5日北野坂を中I封こ
華やかに。
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箇訴 電話誘
医療 シスメックス体制

薬品佑〉ティエガラン

飲食 ㈱北野クラブ

シンエーフーヅ㈱

(初老禅話

飲料 アサヒビール㈱神戸支社

キリンビール㈱神戸支社

サントリー㈱神戸支店

兵庫ヤクルト販売体制

UCC上島瑚排償却

運輸 篠崎倉庫㈱
倉庫

教育

㈱築港

楯山倉庫㈱

学校(学)育成学園神戸国際調理製菓専門学校

(学)大手前学園

甲陽音楽学陸

上マティスリス二ングセンター神戸陶ティ・エル・アイ

観光クルーズのゆたか倶楽部㈱
レジャー

㈱神戸クルーザー

新西宮ヨットハー/く-

祁ラリー 南京町ギャラiノ-蝶屋

銀行 兵庫信用金庫

組合(馴井植記念会
団体

神戸市婦人団体協議会

鯉川山手街づくり会

神戸商工会議所

くらし 大阪ガス㈱リビング事業部兵庫リビング営業部

関西電力㈱神戸支店

西尾調理道具専門店

㈱ノーリツ

警備㈱阪神プロテック

健康 日本ヘルスファーム㈱

㈱ブントテクノ

競蒜蒜岩イレソジ
北野田開発㈱

信和住宅販売㈱)

㈱中田工務店

野村不動産㈱大阪支店

㈱村上工務店

和田興産体制

神戸市中央区脇浜海岸通十5-1

明石市中朝霧丘12-9

神戸市中央区北野町1-5-28

神戸市長田区若松町5-5-1

神戸市中央区元町通2-1-14

神戸市中央区栄町通1十18

神戸市中央区御幸通4-1-1

神戸市中央区機上通2-2-21三宮グランドビル3F

神戸市西区玉津町高津橋1 37-1

神戸市中央区港島中町7-7-7

神戸市中央区栄町通4-1-1 1

神戸市中央区海岸通3海岸ビル12F

神戸市中央区機上通8-1 -29

神戸市中央区北長狭通4-5-7

西宮市御茶家新町6-42

神戸市灘区篠原南町5-4-1

神戸市中央区中山手通4-1-14山の手シャルマンビル4F

東京都千代田区鍛冶屋町2-3-7ゆたか倶楽部ビル

神戸市中央区東川崎町1-6-1

西宮市西宮浜4-16-1

神戸市中央区栄町通2-8-10

姫路市北条口3-27

神戸市垂水区青山台1-21-1

神戸市中央区権道3-4-1神戸市立婦人会館5F

神戸市中央区中山手近3-4-6

神戸市中央区港島中町6-「

神戸市中央区東川崎町1 -8-2

神戸市中央区加納町6-2-1

神戸市中央区三宮町2-11-ト148センタープラザ西舘1 F

裡戸市中央区江戸町93栄光ビル9F

神戸市中央区旭通2-10-24松田ビル1 F

西宮市瓦林町2-12

神戸市中央区元町通5-2-8

神戸市兵庫区大開通10-1 -1

神戸市中央区下山手通3-2-1 3

神戸市垂水区下畑字西砂山301 -301

神戸市中央区播磨町49神戸旧居留地平和ビル3F

神戸市西区伊川谷町有瀬1 468-1

大阪市西区阿波座1 -4-4野村不動産四ツ橋ビル1 5F

神戸市兵庫区三川口町2-4-8

神戸市中央区栄町通4-2-1 3
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078-265-0500 http:〃www.sysmex.co.jp

O78-919-5959 博P:〃www.tspIan.co.jp/

078-222-5123 http:〃www.kitanoclub.co.jp

O78・691-6910 ht申〃www.shin-e白oods.co.jp

O78-331-7714 皿p:〃www.roushouki.c。m/

078-333-1 301

078-25’上81 5「

078-222-2801

078-91 2-8960

078-304-8888

078-34十6721

078-391-6671

078-231-531 1

http:〃www.asahibeer.co.jp

http:〃www.kirin.co.jp/

http://WWW.SuntOry.CO.jp/

皿p://v用age.而oweb.ne.jprhbyakult/

http ://www・ U CC ・CO ・j p/

http:/Iwww・Shinozaki-SOko.co.jp

http JIwww.ch ikko. c○.j p/

078-332-6377
http://WWW.ikusei.ac・jp/index.htm1

0798-34-6331 http:/IWww.otemae.ac.jp/

078-882-5460 http://www.koyo.net/gakuin/

078-392-331 4 http:/Iwww.th-tOmatiskobe.com/

03-5294-6261

078-360-5601 http:/Iwww.kobeconcerto.com

O798-33-0651 http:〃ww.simisi-yh.co.jp

O78-331 -3387

0792-82-1255
http://WWW.Shinkin.co.jp/hyoshin/

078-75十521 6

078-351 -0861

078-331-1820

0 78-303-5800

078-360-3022

078-391-721 1

078-331 -4440

078-391 -3361

078-25「-「557

0798-65-8764

078-351-1116

078置51 5-2525

078-321-1341

078-753-8888

078-32十7885

078-974-1 436

06-6538-56「 0

078-577-203 1

078-361-1 1 ○○

http :/lwww. ko=(aWayam ate. n et

http :〃www. kobe-CCi. o r.jp

皿p:〃www.kepco.co.jp/

http:〃www.no「itz.co-jp

http :〃www血p 「otec.com/

http ://WWW. kao ri n o-C h i kara. co mlfo ottech n o/

http :〃vow. ∪-∨.j p

http:〃www.ohkikomuten.jp

http:〃www.mansionciub.co.jp

http:〃www.kk-nakata.co.jp

http:I/ww.nomu「a-re.CO.jp/kansai/

ht中//ww.mu「akami-gC.C○.jp

http://WWW.Wadakohsan.co.jpl
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KOBECCO臥舗一覧
登美各 位廟 I〇五番手書 奉二払尽二ジ

建築 ㈱アイランドデザイン

設計㈲アイワーク

(有燵築企画設計事務所フi)-ダム

㈱瀬戸本淳建築研究室

弼課業]社
㈱シンエンタープライズ

㈱創芸大阪支社

㈱総合印刷高永

交通音神戸エムケイ㈱

神戸空港ターミナル㈱

㈱日の出タクシー

サービス 木口街事務所

㈱サン・サービス

佑)ティーエスケー

富士ゼロックス兵庫㈱

歯科 医療法人社団吉田矯正歯科グ)ニック

大盛歯科医院

新原歯科ゲノニック

聖栄歯科医院

自動車 ㈱神戸マツダ

兵庫トヨタ自動車㈱

趣味 ステンドグラス・アトリエF

神戸焼・末汎窯

情報 体制テクノアドバンス

食品 伊藤ハム㈱

神戸菊水㈱

㈱新生公司

帝神畜産㈱

フジッコ㈱

㈱ロック・フィールド

六甲バター㈱

シコツビカ㈱神戸国際会館

㈱神戸サンセンタープラザ

神戸地下街㈱

さんちか名店会

ホームセンタームサシ

元町商店街連合会

人脈追 くるみカンパニー(葡

㈱ノイエ

ハーロー企画

神戸市中央区下山手通2-13-7東昌ビル3F

神戸市須磨区清水台1-18-1018

神戸市中央区山本通2-4-27ネサーランズセンター1 F

神戸市中央区海岸通1-1-1

神戸市中央区東川崎町十5-7

大阪府富田林市中野町東1-3-1

神戸市中央区下山手通5-1 2-26兵庫県庁前ビル5F

大阪市中央区淡路町3-6-3 MMプラザ御堂筋1 1 F

神戸市東灘区御影塚町3-7-1 2

神戸市中央区港島8-1 1-2

神戸市中央区浜辺通5-1 -14神戸商工貿易センタービル1 8F

神戸市兵庫区三川ロ町十3-4

神戸市中央区三宮町1イー4木口ビル10F

神戸市中央区三宮町1-10-1神戸交通センタービル8F

神戸市西区平野町西戸田39○○1

神戸市中央区浜辺通2-1-3〇三富国際ビル9F

神戸市中央区北長狭通1丁目2・2三宮エビスビル8F

神戸市中央区北長狭通4-2-1三和ビル2F

神戸市須磨区北落合3-22-7

神戸市中央区下山手通4-1 0-21広兼ビル3F

神戸市兵庫区東柳原町3-1 0

神戸市中央区磯辺通4-2-1 2

神戸市須磨区大田町4-2-5

神戸市西区神田町広谷623

神戸市中央区機上通2-2-21三宮グランドビル10F

西宮市高畑町4-27

神戸市兵庫区荒田町3-40-19

神戸市中央区元町通1-1

神戸市兵庫区材木町4-41

神戸市中央区港島中町6-1 3-4

神戸市東灘区魚崎湊町27-40

神戸市中央区坂口浬1-3-13

神戸市中央区御幸通8-1 -6

神戸市中央区三宮町2-1 1 〇十604

神戸市中央区三宮町1-10-1神戸交通センタービル8F

神戸市中央区三宮町1-「0-1神戸交通センタービル8F

神戸市中央区港島両町6-8

神戸市中央区元町通3丁目13-1

神戸市中央区北長狭通5-1-2太陽ビル401

神戸市中央区北野町1新神戸オi)工ンタルアベニューBIF

神戸市中央区下山手通3-2-16

078-321 -3991博P:〃www.isIand-desien.co.jp

O78-74十8562
http://www.iw上co,jp

O78-265-0556 http://WWW.freedom-Shop.com

O78-333○○1 38

078-362-71 00
http://w….kobe-nP.CO.jp/index.htmi

O721-24-51 1 1

078-382-1 1 20

06-6201-2871 http:IIwww.sogei.c○.jp

O78-82十31 31 http://WWW.takanaga.co.jp

O78-303-61 67
http://www.mk-grOuP.CO.jp

O78-230-2002
http://…VW.kairport.c。.jp

O78-671 -7285
博pJIwww2・1 1 7.ne.jprhinodet/i∩dexnew.htm

O78-33十881 1

078-321 -2953

078-96十2670

078-232-3341

078-332-5735

078-331 -0380

078-796-31 90

078-332-6480

078-671 -5205

078-252-281 5

078-734-71 85

078-96 5-2244

078-230-6440

0798-68-1 231

078-51 1 -0345

078-391 -5859

078-681 -7271

078-303-591 1

078-435-280 0

078-231 -4681

078-231 -81 61

078-331-531 1

078-391 -4025

078-391 -3965

078-303-634 1

078-391 -0831

078-367-1 204

078-265-1 750

078-331 -0823

間P :l/WWW.fuj ixerox.co.j p/h gxl

http ’l/WWW. i ij net. o r.」 p/ke n rni/

http:I/omo「主dental-net.jp

http ://www.s h i m ba・jp

皿p://WWW.Seie主dental.c○m

皿P:/Iwww.mazda-hgr.co.jp

http :〃www. h yo g otoyota. co.j p/

皿P ://www.tech n o-advance. co.j p

皿P :lIwww. ito h am. co.jp

博p:/Ibb.bidders.co.jplkobekikusui/

http ://WWW. ko be-yakibuta. co m

皿p ://WWW点O be mi ku.co m/

皿P :/lwww.fuj icco.co.j p

皿P :/lwww. rockfiel d.co.jp/

http :lIwww. qbb. co.jp

http:〃www点ih.co.jp

http :l/www. p丁azawest. o 「g

http JIwww. ko be-Chi kagai.co.jp/Welcome・j. htm i

皿P :lIwww. santica.co m

http:I/WWW.kobe-mOtOmaCh主Or.jp/

http://www.kurumi-COmPany.CO.jp

皿p://WW.neue-kobe.co.jpI
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KOBECCO臥舗一覧

人脈遣 ㈱ヒューマン・トラスト

寺社 生田神社

睦子神社

浄徳寺

浅川神社

真珠 今啓パール㈱

タカハシパール㈱

田崎真珠㈱

製造 奥井電機㈱

花 ㈲順花園

病院鐘紡記念病院

7ァルヨン ㈱エフエルエス

㈱オールスタイル総本社

カウノ㈱

㈱ファミリア

㈱フェリシモ

㈱マキシン

マスヤ㈱

万イル㈲オフィスマーメイド
美容

㈲すみれ綜合美容

プライズアカデミー神戸

貿易 ㈱ジュピターインターナショナルコーポレーション

中央実業㈱

法律 有古特許事務所
会訂

飯田健一公認会計士事務所

ホテル 有馬グランドホテル
旅館

月光園鴻蹴館・満月山荘

神戸北野ユースホステル

神戸ベイシェラトンホテル&タワーズ

神戸ポートピアホテル

神戸メリケンパークオリエンタルホテル

御所坊

新神戸オリエンタルホテル

竹取亭円山

ねぎや陵相聞

ニューオータニ神戸ハーバーランド

ホテルオークラ神戸

音御幸殖花結び

和・洋 ㈱工-デルワイス
菓子

㈱神戸・ベル

神戸市灘区備後町4-1 -1-301 -6ウエルフ六甲道3番街1番館

神戸市中央区下山手通十2-1

神戸市兵庫区西柳原町5-20

神戸市須磨区北町1 -4-28

神戸市中央区多聞通3-1-1

神戸市中央区山本通2-6-15

神戸市中央区山本通1 -6-20

神戸市中央区港島中町6-号-2

神戸市兵庫区西出町1 -4-3

神戸市中央区元町通5-1 -1 3

神戸市兵庫区御崎町1 -9-1

神戸市中央区三宮町2-4-1

神戸市中央区港島中町6-5-1

神戸市長田区大道通5-5

神戸市中央区相生町1-1-21

神戸市中央区浪花町59

神戸市中央区北長狭通2-6-1 3

神戸市中央区元町通3-9-8

神戸市中央区八幡通4-1 -27-2302

神戸市中央区元町通3-1 6-8

神戸市中央区海岸通5商船三井ビル2F

神戸市中央区生田町2-2-25ガーデンハウス1 F

神戸市中央区海岸通3-1-1

神戸市中央区東町123-1貿易ビル3F

神戸市長田区大橋町4-3-1

神戸市北区有馬町1 304-1

神戸市北区有馬町31 8

神戸市中央区北野町3-12北野天満神社内

神戸市東灘区向洋町2-1 3

神戸市中央区港島中町6-10-1

神戸市中央区波止場町5-6

神戸市北区有馬町858

神戸市中央区北野町1

神戸市北区有馬町1 364-1

神戸市北区有馬町1 537-2

神戸市中央区東川崎町1-3-5

神戸市中央区波止場2-1

神戸市北区有馬町1740-12

尼崎市尾湊町1 -3-22

神戸市東灘区住吉浜町1 5-1

078-85十1 610

078-32十3851

078-651-0183

078-731 -0536

078-371 -0○○1

078-242-3399

078-221 -○○75

078-302-332 1

078-651 -1 331

078-341 -1 464

078-681-61 1 1

078-327-381 1

078-302-331 「

078-631-1 1 61

078-360-1 234

078-325-5700

078-331-671 1

078-392-3 870

078-265-1 077

078-393○○01 7

078-392-374 1

078-222-3880

078-392-024 1

078-32十8822

078-642-01 01

078-9 03-5489

078-9 03-2255

078-221 -471 2

078-857-70 00

078-302-1 1 1 1

078-325-81 1 1

078-904-0551

078-291-1 121

078-9 04-0 63 1

078置9 04-0 675

078-360-1 1 1 1

078-333○○1 1 1

078-904-01 66

06-6426-2661

078-842○○78 1

http:〃ww・ikutajinjya・Or・jp

http :〃www. hyogo-ebisu.co m

http ://WWW. mi natog awaj i njya. o r.jp

http〃homepage2.nifty.comパmakej/

http :〃ww.takah ash主p ea「上co.jpI

http ://WWW.taS aki. co.j p/

http:〃www.okuielec.com

http誰…VW.ne.jp/a§ahin.u. e/Create/h p力u[ kaen4u nka

http ://WWW. kane b o. co.j p爪os pitall

http:〃www.fls.co.jp

皿P :〃www. ba「ciay.j p/i n dex. htm i

http:〃www.famiiiar.co.jpl

博P:〃www.fe=ssimo.co.jpl

http :〃www. maxim -hat.j p/

http ://WWW. m aSuya. n e.j p

http :/Iwww.offi ce-m e 「m aid. co m/

皿P:〃www.bridskobe.comI

皿P:l/www.jupiter-int.co.jp

http :〃www.a「CO. Ch u o. kobe.j pl

http:/Iwww.arima-gh.jp

http :〃ww.g ekkoen.co.j p

http :/Iwww. kobe-kitano. neVyouthI

http ://WWW.S h e 「ato n-ko be. co.jp

皿P :〃vww・ PO rtO Pi a.co.jp

http :/Iwww. me ri ke n-Oh.c○.j p

http:lIwww.goshobo.co.jp

http:/Iww・Orientalhotei.co.jp/

http :/Iwww.taketoritei.co m/

http :l/WWW. n eg iya.j p

http:/Ihrt.newotani.co.jpIkobe/

http ://WWW. kob e. hotei oku 「a. co.j p

皿P:/Iwww.hanamusubi.co.jp/

http:/Iwww.edelweiss.co.jp

博P://kobebe=e.co.jp
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KOBE CO法人会員ニユ_ス

音二=「音音 音二島
(∴ 「

‾つ

UCC上島卯排株式会社では、無糖の缶入りコーヒー『ucc

B船C蜂無糖』に関するクイズに答えて、正解者の中から抽選“ポ

ルシェケイマンS〔UCC BLACKバージョン〕 ’’を毎月1台(合計

3台)プレゼントする『BLACK TO THE FUT日RE』キャンペー

ンを実施している。実施期間は5月1日-2006年7月31日(月) 。

パソコン、携帯電話、ハガキで応募している。

けラック無箔は〇〇〇。 』

〇〇〇の中に入るアルファベットを答えてください。

●パソコン・携帯電話 http://WWW.black-2006.comヘアクセス

●ハガキ 郵便ハカキに①クイズの答え、②氏名、③氏名のフリガナ、④郵便番
号、⑤住所、⑥電話番号、⑦年齢、⑥性別、⑨職業を明記の上、〒100-8692 東

京都中央郵便局私害箱824号 UCC BLACK無糖「BLACK TO THE

FUTUREキヤシぺ-ン」係まで

お問い合せ BLACK TO THE FUTUREキi「ンへ-ン主務周

密0120-162-858」土日祝を除く10時一18鳴く

=;「: l

アサヒビール株式会社では、従来のプレミアムビールとは全

く異なる“新しい飲みごこすのプレミアム生ビール『アサヒプラ

イムタイム』を、6月28日(水)より販売する。

原材料にアロマホップの最高ランクと言われるドイツテトナン

グ地方のテトナシガー種を中心としたファインアロマホップを使用。

苦味とガス圧のベストバランスを追求したやさしい口当たりや、

ドイツ伝統の「高温アインマイシェ法」によるきめ細やかな“こだ

わりの泡’’も特徴だ。

109

昨年の流行語大賞にもノミネートされた「COOL BIZ(クール

ビズ) 」はよく知られている言葉だが、 「KOBE BIZ(コウべビズ) 」

とは、まさにその神戸スタイル版。もともとはファッション協会など

が中心となって「ひょうごエコファッション」に取り組むなど神

戸から発信を続けていた。

兵庫県は地域によっていろんな産業がある。神戸のケミカ

ルシューズや豊岡のかばんなどもそのうちのひとつ。 「神戸」と

いうブランドカの高さをいかして様々なアイテムなどを神戸スタ

イルという一つのくくりとして提案していく。

エフエルエスの荒牧社長は、 「衣食住適の神戸スタイルを

神戸で構成し、発信していきたい」と話す。
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法人会員ニュースKOBE ‾ CO

新神戸オリエンタルホテルでは5月31日、36階のフレンチレス

トラン「シュール"レゼール」が、これまでにない大人のためのス

タイリッシュなレストラン&バー「LEVEし36」 (レベルサーティシッ

クス)に生まれ変わった。

「LEVEL 36」は大阪港を望む東側に、イダ)ア料理を提供

する一’piazza’’,北野異人館に面した西側に創作和食の●’Hiroba●.

神戸の街と海を見下ろす東南にラウンジ&バーコーナーの

“36Degrees“と、3つの顔を持つスタイルc

’’piazza’iでは本格的なコースはもちろん、神戸ビーフなど地

元食材のアラカルトも∴`Hiroba〇一では季節感を大切にした味

わい深いお料理を。 “36Degrees●’ではカクテルや世界中か

ら厳選したスピ)ヅソなどを愉しめる。

圭ノ誹言問

ランチタイム/′ 11時3〇分、へ14蒔30分」O14清

ティナータイム,ノ17時・-21崎」021時

ハータイム/’21時′-24時」O23鴫3〇分」

・:・十・休前副まへ′25蒔音」O24時30分i 21時以降テ仁臆シ曽735

容078-29十1 133

110

南京町ギャラリー蝶屋で

神戸出身の画家、丹下幸

男の展覧会、 「想い 遥か

に 蒼い空 丹下幸男展

蝶犀」が開催される。

やさしく柔らかいダソチ

の透明水彩画。思わず心

が「ほっ」とする、丹下作

品の世界を。

期間は6月1日(木)-6

用6日(火主11時-18時

30分(最終日は-16時主

南京珂-キ,「ラリー費犀

神戸市中歩区等田近2-8-10

容0了8 332 0628
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